
物  質  名 o-アニシジン ＤＢ－3 

別  名 

2-メトキシアニリン 
2-アミノアニソール 
2-メトキシベンゼンアミン  
o-アミノアニゾール  
o-メトキシアニリン  

CAS 番号 90-04-0 
PRTR 番号 第 1 種 14 
化審法番号 3-682 

構 造 式 
 

 

分子式 C7H9NO 分子量 123.17 
沸点 225℃ 1) 融点 5℃ 1) 
蒸気圧 0.08 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 5.04 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.18（測定値）3) 水溶性 14,000 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,400 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 1,150 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、16、80、400 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、80 mg/kg/day 以上の群

の雌雄で黄色い尿、溶血性貧血、脾臓でヘモジデリン沈着、充血及び髄外造血がみられ、雌

で血中ビリルビン濃度の上昇及び肝臓相対重量の増加がみられた。また、400 mg/kg/day 群の

雌雄で流涎、うずくまり姿勢、腹部の炎症、血中のビリルビン濃度及び尿素窒素濃度の上昇、

脾臓相対重量の増加、雄で体重増加の抑制、肝臓及び腎臓の相対重量の増加、雌で GPT 値の

上昇がみられた。この結果から、NOAEL は 16 mg/kg/day であった 6) 。 
・マウス及びラットに本物質の塩酸塩を 0、0.1、0.3、1、3％の濃度で餌に添加して 7 週間投与

した結果、マウスでは 0.3％以上の群の雌雄で体重増加の抑制（10％以上の低下）、1％以上

の群の雌雄で脾臓の暗色化及び顆粒状化がみられた。ラットでは 1％以上の群の雌雄で体重

増加の抑制（10％以上の低下）、脾臓の腫脹、暗色化及び顆粒状化がみられた 7) 。この結果

から、マウスの NOAEL は 0.1％（本物質換算：115 mg/kg/day 相当）、ラットの NOAEL は

0.3％（本物質換算：173 mg/kg/day 相当）であった。 
・本物質の塩酸塩をマウスに 0、0.25、0.5％、ラットに 0、0.5、1％の濃度で餌に添加して 103

週間投与した結果、マウスでは 0.25％以上の群の雌雄で試験期間を通して体重増加の抑制（10
％以上の低下）、0.5％群の雌雄で有意ではないが、膀胱移行上皮の過形成の増加がみられた。

また、ラットでは 0.5％以上の群の雌雄で試験期間を通して体重増加の抑制（10％以上の低

下）、甲状腺及び腎臓で有意ではないが傷害の増加がみられた 7) 。この結果から、マウスの

LOAEL は 0.25％（本物質換算：雄 164 mg/kg/day 相当、雌 192 mg/kg/day 相当）、ラットの

LOAEL は 0.5％（本物質換算：雄 256 mg/kg/day 相当、雌 385 mg/kg/day 相当）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・本物質の塩酸塩をマウスに 0、0.25、0.5％、ラットに 0、0.5、1％の濃度で餌に添加して 103
週間投与した試験では、マウス及びラットの雄の精嚢、前立腺及び睾丸、雌の卵巣及び子宮

に影響はみられなかった 7) 。 



ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期間の暴露で血液に影響を与え、メトヘモグロビンを生成することがあり、これらの影響

は遅れて現れる場合もある。急性症状として、唇、爪及び皮膚のチアノーゼ、痙攣、めまい、

頭痛、吐き気、意識喪失がみられる 8) 。 
・本物質の異性体である p-体（平均 1.9 mg/m3）及びニトロアニソール（平均 2.3 mg/m3）の混

合暴露とニトロクロロベンゼンの短時間暴露を受ける作業場で 6 ヶ月間（3.5 時間/日）働い

た 23 人の労働者で、貧血や慢性中毒は起きなかったが、頭痛、めまいが現れ、スルフヘモグ

ロビン及びメトヘモグロビン濃度の上昇、ハインツ小体を持つ赤血球数増加がみられたとの

報告 9) がある。 
・生物学的モニタリングの見地から、アニシジン類の職業暴露の限度として 10 ppm（50 mg/m3）

が勧められている 10) 。なお、血液への影響は o-体の法が p-体より強いとは想定しがたいとさ

れている 11) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 12) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 13)  TLV-TWA 0.5 mg/m3（0.1 ppm） 
（o- , p-体を一括して） 

 

 日本産業衛生学会 11) 0.1 ppm（0.5 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 16 mg/kg/day（脾臓の

ヘモジデリン沈着、肝臓相対重量の増加など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した

1.6 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの許容濃度 0.5 mg/m3（メトヘモグロビン血症の予防）を採用し、

暴露状況で補正した 0.1 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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